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９月１日（火）に、りんどうヶ丘小学校で運動会の結団式が行われました。
今年は午前中のみの競技となりますが、式に臨む子ども達はやる気十分でした。
運動会は、町内３小学校で９月12日（土）に来場者を限定して実施される予定です。



                                                              

                                                              

                                                              

                                                              

国勢調査とは？ 
国勢調査は日本国内に住んでいる人（住
⺠票の有無関係なし）全員を対象に、年
齢・性別・職業・在住地等を調査します。

９
月
１４
日
よ
り
町
内
の
全

世
帯
を
対
象
と
し
た
「
国
勢
調

査
」
が
始
ま
り
ま
す
。
各
地
区

の
担
当
調
査
員
が
世
帯
を
訪

れ
、
調
査
の
説
明
や
世
帯
に
つ

い
て
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
調

査
票
を
配
布
し
て
い
き
ま
す
。 

調
査
票
を
配
布
す
る
時
は

「
国
勢
調
査
の
お
願
い
」
と
書

か
れ
た
封
筒（
左
ペ
ー
ジ
画
像
）

に
書
類
を
収
納
し
て
配
布
し
ま

す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
、
内

容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

〈
回
答
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉 

◆
９
月
１４
日
～ 

 

世
帯
へ
調
査
票
配
布 

◆
１０
月
７
日
ま
で 

 

左
記
方
法
に
よ
り
回
答 

①
調
査
員
回
収
に
よ
る
回
答 

②
調
査
票
郵
送
に
よ
る
回
答 

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答 

  

※
回
答
頂
け
ま
し
た
ら
、こ
こ

で
調
査
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
１０
月
８
日
～ 

 

未
回
答
世
帯
へ
ご
連
絡 

（表面）（裏面） 

 

南小国町はインターネット回答を推奨しています！ 
インターネット回答は、いつでもどこでも回答することが可能です。また、調査員の再訪問・調査票の確認
もなく、新型コロナウイルス感染防止及び個人情報の保護にもつながります。 
回答は封筒裏面に記載の QR コードもしくは「国勢調査オンライン」で検索し、回答サイトにアクセスして
ください。また、インターネット回答方法が分からない場合は南小国町役場まちづくり課窓口で回答ブース
を設置していますので、是非ご利用ください。（回答ブースを利用する場合：配布書類一式を持参ください。）
新型コロナウイルス感染防止の為、来庁の際はマスクの着用をお願い致します。 

回収日：〇月〇日 

調査員名：〇〇 〇〇 

連絡先：〇〇〇〇〇〇 

封筒表面には「回収日」地区担当の「調査員名」
「連絡先」が記載してあります。 
※インターネットまたは郵送回答が確認できた
世帯につきましては、回収はありません。 

【封筒中身】①インターネット回答利用ガイド 
②調査票 
③調査票の記入のしかた 
④郵送提出用封筒 

４つの書類が同封されております。「インターネット回答
利用ガイド」にはインターネット回答に必要な ID とパス
ワードが記載されていますので、他の人には見せないよ
うにお願いします。 
調査票は４名分記入可能です。５名以上の世帯につきま
して調査員にご連絡頂き、調査票をもらってください。 

【調査票等配布用封筒】 

国勢調査は５年に１回の統計調査です。今回の調査で集計した内容については、国や県、市町村

の今後の施策等を検討する資料として活用されますので、皆様のご協力よろしくお願い致します。

＜調査についての問い合わせ＞ 
南小国町役場 まちづくり課 企画商工観光係 担当：齊藤 ☎（４２）１１１２ 

  ※役場でのインターネット回答を希望する場合も上記担当までご連絡ください。 
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※現物は青色の封筒です
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新農業委員・農地利用最適化推進委員のみなさんです
　農業委員会等に関する法律が改正され、従前の農業委員に加え「農地利用最適化推進委員」が新た
に設置され、2期目となりました。
　農業委員定数 10 名に対し 10 名の推薦応募、農地利用最適化推進委員定数７名に対し７名の推薦応
募があり、町議会の同意を得て農業委員 10 名、農地利用最適化推進委員７名、計 17 名の新しい農業
委員及び農地利用最適化推進委員が決まりました。
　主に農地の権利移転・転用等を審議する農業委員と、農地を有効活用できるように個別具体的に農
地の集約・集積を支援する農地利用最適化推進委員とで、新しい農業委員会を運営していきます。
　南小国町の農業振興のために、地域に根ざした「行動する農業委員会」の皆さんを抱負とともにご
紹介いたします。
　委員の任期は、令和２年７月 20 日から令和５年７月 19 日までの３年間です。

南小国町農業委員（敬称略）
大字赤馬場地区（左から五十音順）

①　穴
あない

井　堅
かたし

（脇戸） ②　北
きたざと

里　丈
たけお

夫（竹の熊） ③　松
まつざき

﨑　久
く み こ

美子（下町２）
農業者の高齢化
に伴い発生する
遊休農地の集積・
集約に強力に取
組み、遊休農地
の解消・発生防
止に努めます。

遊休農地の発生
防止、解消に努
めます。

二期目の就任と
なりましたが、
慣れない事ばか
りですが、よろ
しくお願い致し
ます。

大字中原地区（左から五十音順）

④　河
かわづ

津　篤
あつし

（中湯田） ⑤　下
しもじょう

城　孔
こうしろう

志郎（椚の本） ⑥　藤
とうどう

堂　伸
しんじ

二（平瀬）
町の農業振興に
最善の努力をし
たいと思います。

農業委員二期目
となります。よろ
しくお願いいた
します。

農業に関する法律
等知らないことが
多いですが、少しで
も担当地区の皆
様の役に立てるよ
う努めますので宜
しくお願いします。

大字満願寺地区（左から五十音順）

⑦　甲
か い

斐　義
よしたか

隆（永山） ⑧　佐
さとう

藤　竹
たけよし

良（扇上） ⑨　杉
すぎやす

安　申
のぶとし

歳（田の原）
就任一年目で
す。皆さんのお
役に立てるよう
に頑張りたいと
思います。よろ
しくお願い致し
ます。

町の将来の農業
の発展に少しで
も貢献できれば
と思います。

二期目も頑張り
たいと思います。
よろしくお願いし
ます。

⑩　日
ひ の

野　米
よねぞう

蔵（長迫）
遊休農地の発生
防止、担い手の
確保に努めたい
と思います。

©NCA
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南小国町農地利用最適化推進委員（敬称略）

①　下
しもじょう

城　芳
よしひろ

裕（矢津田上） ②　井
い の

野　勝
かつあき

昭（上町２） ③　村
むらかみ

上　秀
ひでのり

訓（古賀）
二期目となります
が、一期目の経
験を活かし頑張
りたいと思いま
す。

推進委員として
高齢化に伴い増
加する遊休農地
や荒廃農地の発
生防止や、担い
手への農地集積
に努めます。

中山間農地の維
持・保全に努め
ます。

④　本
ほんだ

田　髙
こうき

幹（坂の下） ⑤　佐
さとう

藤　文
ふみゆき

幸（扇下） ⑥　井
い の

野　祐
ゆうぞう

蔵（長迫）
農地利用の最適
化の推進のため
に地域の状況等
話し合いを進め
てまいります。

遊休農地を少し
でも減らし、農
地を見守ってい
きたいと思いま
す。

一期目ですが地
区の人の力にな
れるよう頑張りま
す。

⑦　北
きたざと

里　富
とみお

男（黒川）
農地の維持・保
全のために微力
ながら頑張りま
す。

○農地利用最適化推進委員　各担当地区

推進委員 担当地区

下城　芳裕 赤馬場、脇戸、矢津田、杉田、鬼山、森園、黒原、馬場、中村、布目、戸無、
滝の口、黄川

井野　勝昭 田中、千光寺、竹の熊、新町、上町、本町、下町、荒倉、平、志賀瀬、
動馬喜、手形野

村上　秀訓 平瀬、陣の前、樋の口、中湯田、湯田、古賀、矢田原

本田　髙幹 和田、瓜上、米山、落見、椚の本、地蔵原、松の木、坂の下、田尻、轟

佐藤　文幸 志童子、志津、扇、立岩

井野　祐蔵 薊原、小原、矢ヶ部、永山、星和、吉原、瀬の本

北里　富男 黒川、小田、白川、田の原、高鼻、長迫、鬼渕、陣内、波居原下

©NCA
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男
性
向
け
風
し
ん
抗
体
検
査
及
び

風
し
ん
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

風
し
ん
予
防
接
種

は
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
公
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
公
的
な
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な

か
っ
た
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

は
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ

て
低
く
（
約
80
％
）
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
国
の
施
策

と
し
て
、「
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
」
を
風
し
ん
の
定
期
接
種
の
対
象
者

に
定
め
、
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
の

案
内
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

　

郵
送
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し

て
、
ま
ず
は
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
抗
体
検
査
の
結
果
、
十
分
な
量

の
抗
体
が
な
い
方
は
、
予
防
接
種
を
受

け
る
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
抗

体
が
十
分
に
あ
る
方
は
、
予
防
接
種
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

○
期
間

　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

※
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
方
は
、
昨
年

度
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
。有
効
期
限
が
過
ぎ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
ま
ま
利
用
可
能
で
す
。

○
医
療
機
関

　

全
国
の
医
療
機
関
で
、
抗
体
検
査
及

び
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
か
、
町
民
課
保
健
衛
生
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
年
代
の
男
性
の
皆
様
が
抗
体
検

査
を
受
け
、
必
要
な
予
防
接
種
を
受
け

る
と
、免
疫
を
持
っ
て
い
る
人
が
増
え
、

風
し
ん
の
流
行
は
な
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
と
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
世
代
の
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
い
た
だ

き
、
風
し
ん
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を

お
受
け
く
だ
さ
い
。

９
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間

　

結
核
は
日
本
の
重
大
な
感
染
症
で

す
。
欧
米
の
先
進
国
は
結
核
罹
患
率
が

低
ま
ん
延
国
に
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
日
本
は
２
０
１
７
年
に
１
６
，

７
８
９
人
の
患
者
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、「
中
ま
ん
延
国
」
で
す
。

　

ま
た
、
結
核
新
規
登
録
患
者
の
約
７

割
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
特

に
80
歳
以
上
で
は
新
規
登
録
患
者
の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

〇
結
核
と
は

　

結
核
菌
と
い
う
細
菌
が
体
の
中
に
入

り
、
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病

気
で
す
。

　

結
核
を
発
病
し
て
い
る
人
が
咳
を
す

る
と
、
飛
沫
に
含
ま
れ
る
結
核
菌
が
空

気
中
で
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
他
の
人
が

吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す

（
空
気
感
染
）。

　

な
お
、
結
核
菌
は
紫
外
線
に
弱
く
、

日
光
に
当
た
る
と
数
時
間
で
死
滅
し
ま

す
。

〇
症
状

　

結
核
菌
が
肺
の
内
部
で
増
え
て
、
結

核
特
有
の
様
々
な
炎
症
が
起
こ
り
ま

す
。
続
い
て
肺
が
破
壊
さ
れ
て
い
き
、

呼
吸
す
る
力
が
低
下
し
ま
す
。

　

初
期
の
症
状
は
風
邪
と
似
て
い
ま
す

が
、
咳
や
痰
、
発
熱
（
微
熱
）
な
ど
の

症
状
が
長
く
続
く
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
体
重
減
少
や
食
欲
不
振
、
寝
汗

を
か
く
な
ど
の
症
状
も
あ
り
ま
す
。

　

悪
化
す
る
と
倦
怠
感
や
息
切
れ
、
血

痰
な
ど
が
出
始
め
、
喀
血
や
呼
吸
困
難

で
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〇
検
査

　

肺
結
核
は
、
Ｘ
線
を
使
っ
た
画
像
診

断
や
細
菌
検
査
で
診
断
し
ま
す
。

①
Ｘ
線
撮
影
検
査

　

肺
結
核
の
発
病
に
つ
い
て
は
、
胸
部

Ｘ
線
撮
影
を
行
い
、
疑
わ
し
い
影
が
あ

る
場
合
は
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
な
ど
の
精
密

検
査
を
行
い
ま
す
。

②
喀
痰
検
査

　

結
核
菌
を
排
菌
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
調
べ
ま
す
。

〇
予
防
方
法

　

免
疫
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、
規

則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
十
分
な

睡
眠
、適
度
な
運
動
な
ど
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
通
所
リ
ハ
ビ
リ

（
デ
イ
ケ
ア
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
、
８

月
よ
り
祝
日
（
５
月
連
休
と
年
末
年
始
を
除
く
）
を

営
業
す
る
事
と
成
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
祝
日

に
は
窓
口
業
務
（
お
支
払
い
の
受
付
・
面
会
な
ど
）

の
対
応
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

現
在
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
（
介

護
・
看
護
ス
タ
ッ
フ
５
名
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
等
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
３
名
）が
在
籍
し
て
お
り
、

「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
明
る
く
元
気
な
ス
タ
ッ
フ

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
老
健
利
用
や
介
護
に
つ
い
て
何
か
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
お
訊
ね

く
だ
さ
い
。

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設　

　
　

施
設
支
援
相
談
員		

宇
野
佳
代

　
　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー	

山
迫
真
紀

　
　

☎
０
９
６
７（
４
６
）６
１
１
１

老
健
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た　

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設　
　
　
　
　

介
護
職
員　

佐
藤
恵
麻

　

８
月
の
上
旬
、
お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
で
規
模
を

縮
小
し
て
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
夏
祭
り
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
、
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
「
あ
ま
び
え
神
輿
」
が
練

り
歩
き
、
炭
坑
節
に
合
わ
せ
て
皆
で
盆
踊
り
。

　

ま
た
、
利
用
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
ペ
ア
と
な
っ
て

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
空
く
じ
な
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
や
、
利

用
者
様
に
よ
る
飛
び
入
り
で
の
歌
の
披
露
と
、
皆
様

の
笑
顔
で
、
コ
ロ
ナ
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
楽
し
い
夏

祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

介護看護スタッフ

リハビリ専門スタッフ 左：宇野佳代　右：山迫真紀

老健の擁するくまモンカー

夏祭りであまびえ神輿を担ぐ様子
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〇
家
屋
の
滅
失
・
新
築
・
増
築
に
つ
い
て

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
滅

失
の
手
続
き
が
な
い
場
合
に
は
解
体
し
た

家
屋
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
原
因
に
も
な

り
ま
す
。未
登
記
家
屋
を
解
体
し
た
際
は
、

「
家
屋
滅
失
届
」
を
役
場
税
務
課
ま
で
提

出
し
て
下
さ
い
。
登
記
済
家
屋
を
解
体
し

た
際
は
、「
滅
失
登
記
」
を
法
務
局
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
を
新
増
築
さ
れ
た
場
合
、
翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
る
税
額
を
算
出
す
る
た
め

の
家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
新
増
築
を

さ
れ
た
場
合
は
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
未
登

記
家
屋
に
つ
い
て
、
相
続
や
売
買
に
よ
っ

て
家
屋
の
所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
「
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
」
を
役

場
税
務
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

〇
飲
食
店
を
営
む
事
業
者
で
新
た
に
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
で
の
販
売
を
開
始
し
た
方
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
要
請
等
の
影
響
に

よ
り
、
従
来
、
店
内
で
の
食
事
の
提
供
の

み
行
っ
て
い
た
飲
食
店
が
、
新
た
に
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
（
持
ち
帰
り
）
で
の
販
売
を
開

始
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
消
費
税
に
つ
い
て
、
店
内

で
の
食
事
の
提
供
は
軽
減
税
率
の
対
象

外
（
税
率
は
10
％
）
と
な
る
一
方
で
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
で
の
販
売
は
軽
減
税
率
の
対

象
（
税
率
は
８
％
）
と
な
り
、
売
上
げ
に

対
す
る
消
費
税
率
が
複
数
に
分
か
れ
る
た

め
、
事
業
者
の
方
は
、
取
引
ご
と
に
適
用

税
率
を
判
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
上
で
、
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
課
税

事
業
者
の
方
は
、（
区
分
経
理
）
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

区
分
経
理
・
記
帳
、
申
告
書
の
作
成
方

法
等
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
サ
イ
ト
「
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納

付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め

に
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

遡
っ
て
納
め
る
（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料

に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

◎
注
意
点

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
追
納
は
、
古
い
月
の
保
険
料
か
ら
の
納

付
に
な
り
ま
す
。

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
開
催
日　

10
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　

11
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　

12
月
４
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
予
約
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
下
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

広報きよら 2020.9
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雨
が
え
ー
ら
い
降
っ
た
ち
思
っ

た
ら
、
今
度
は
い
っ
ち
ょ
ん
降
ら

ん
…
。
最
近
ち
ょ
っ
と
降
る
ご
ん

な
っ
た
ば
っ
て
ん
、
異
常
な
暑
さ

は
続
い
と
る
し
。
気
候
も
だ
い
ぶ

ん
変
わ
っ
た
で
す
ね
。�

 

の
大
豆
日
記 �

苗植え 収穫 

 

①
大
豆
の
苗
植
え�

②
草
む
し
り
と
土
か
い�

こ
ん
に
ち
は
！�

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ�

で
す
！！��

大豆日記② 
３園で大豆の苗を畑に植えました。 

農
家
の 

お
ば
ち
ゃ
ん
ズ 

×
 

保
育
園
の 

お
ま
ご
ち
ゃ
ん
た
ち 

★次回は、枝豆を食べます！�

今
回
の
作
業
は
…
。�

 

 

で
も
、
畑
仕
事
は
天
気
と
上
手
に

付
き
合
っ
て
い
か
な
ん
も
ん
で

す
も
ん
ね
。
な
ん
と
か
こ
ら
え

て
、
無
事
に
定
植
す
る
こ
つ
が
で

き
ま
し
た
。�

大
豆
の
豆
を
ポ
ッ
ト
に
植
え
た

後
、
２
週
間
ぐ
ら
い
し
て
か
ら
畑

に
定
植
す
る
は
ず
や
っ
た
と
に
、

雨
が
ず
ー
っ
と
続
い
た
で
し
ょ
。

な
か
な
か
植
え
ら
れ
ん
で
、
苗
も

ふ
と
る
し
、
大
丈
夫
だ
ろ
か
て
心

配
で
し
た
。�

大豆日記③ 
草を取り、土かいをして、今の状態です。 

 

お迎えの時 

見てみて 

ください！ 
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          今回の起業塾の中で、ゲストト
ークとして、起業型地域おこし
協力隊の當房さんから、ミッシ
ョンである入湯手形の事業承継
について紹介していただきまし
た。参加者からは「なぜこの事
業が重要なのかわかった」「や

りたいことに一歩踏み出せた理
由は」など、活発な質疑応答が

ありました。参加者の中から南小国への移住者やファンが生まれることも期待できそうで
す。また今後、実施予定の実践型起業塾への参加者として、起業や就業を志す方が出てき
てほしいと思っています。 

未 来 づ く り 通 信 vol.10 

未来づくり事業部では、起業を志す町外の方が、南小国の魅力や現状を肌で感じながら、
自分の事業計画を磨き上げる場として、「未来づくり起業塾」を開催しています。 

昨年度は、この起業塾から３名の起業型地域おこし協力隊が着任し、彼らは現在、スマー
ト農業の確立や入湯手形の持続可能な仕組みの構築など、南小国の未来に貢献する「ミッシ
ョン」の達成に向けて、地域の方々と手を取りあって、日々奮闘しています。 

 
今年度は、起業塾の内容を一層充実させ、南小国での起業や事業承継に向けた挑戦を強力

に後押ししていく計画を立てています。コロナ禍の影響で思うようにいかない面もあります
が、新型コロナウイルス感染症対策をしながら、今だからできることを着実に進めていきま
す。今回は、最近実施した取り組みの中から二つご紹介します。 
 
１．フィールドワーク型起業塾 〈７⽉２９日からの約１カ⽉間で開催〉 
 

町外の方を対象に、農作業の手伝いをしながら自分と向き合い、自分が今後やりたいこと
を考える、そして、南小国町に興味を持ってもらう機会として、気軽に幅広い方に参加して
もらうため企画しました。コロナ禍で渡航が延期になった⻘年海外協力隊の方など、全国各
地から７名に参加していただいています。 
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２．チャレンジウィーク 〈７⽉９⽇〜１０⽇、８⽉３⽇〜７⽇〉 
 

町⺠の⽅々の挑戦を実現する機会として、MOG では毎⽉チャレンジウィークを開催していま 
す。ワンデイショップ（１⽇だけ MOG を仮店舗としてお店をやってみる）や今後仕事として、 
○○教室（書道、手芸ほか）をやってみたい⽅の仮教室としてご活用いただいています。 
今⽉のチャレンジウィークでは、かき氷ブローチ作り教室がありました。 
 

   親子で参加された荒武さんからは、「子供と一緒でも気軽に参加できる手芸体験教室が MOG 
   であって嬉しい。良い夏の思い出づくりになった。町内で⽇常的にいろんな教室があったらもっ 

と楽しく暮らせる町になりそう。」とコメントをいただきました。 
 

また、フィールドワーク型起業塾参 
加者の内の一人、田原さんは、チャ 
レンジウィークを活用し、夢の第一 
歩としてスポーツを通したコミュニ 
ケーションに関する講座を開講。 
田原さんからは、「挑戦したいと言っ 
たらすぐに実現できて驚いた。内容 
を磨いてまた実施したい」とコメン 
トがありました。 

 
 

 

＼ チャレンジウィークの出展希望者を募集しています ／ 次回 10 月 5 ⽇〜9 ⽇予定 
出店希望の⽅は、９⽉３０⽇までに未来づくり拠点 MOG までご連絡ください！ 
未来づくり事業とは？（株）SMO 南小国は、南小国町から業務を受託し、南小国の 
「上質な里山」を維持・継承するために「未来づくり事業」に取り組んでいます。 
南小国の未来をつくる数々の挑戦を育む場として、2019 年５⽉に未来づくり拠点 MOG を
開設し、町内外の挑戦を後押ししています。Instagram @miraimog で情報発信中！ 

（株）SMO 南小国 未来づくり拠点 MOG（南小国町赤馬場 1896-7）☎080-8573-6474
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き
よ
ら
塾
で
は
、
毎
回
こ
と

わ
ざ
を
学
習
し
て
い
ま
す
。今
、

そ
し
て
将
来
に
お
い
て
人
生
の

教
訓
と
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

わ
ざ
を
通
し
て
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
市
原
小
４
年
の
井
る
か

さ
ん
が
、
町
内
で
50
円
を
拾
っ

た
時
、き
よ
ら
塾
で
学
ん
だ「
悪

銭
身
に
付
か
ず
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
を
思
い
出
し
、
赤
馬
場
駐

在
所
に
届
け
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
文
章
化
し
、
読
者
ひ
ろ
ば

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
紹
介
し

ま
す
。

「
生
活
に
役
立
つ
こ
と
わ
ざ
学
習
」

市
原
小　

４
年　

井　

る
か

　

私
は
、
こ
の
ま
え
道
で
50
円
を

ひ
ろ
い
ま
し
た
。
ど
う
し
よ
う
か

と
ま
よ
い
ま
し
た
が
、
き
よ
ら
塾

で
な
ら
っ
た
「
あ
く
せ
ん
身
に
つ

か
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
思
い

出
し
、
近
く
の
こ
う
ば
ん
に
と
ど

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
ら
、
お
ま
わ
り
さ
ん

が
、「
あ
り
が
と
う
。
ひ
ろ
っ
て
く

れ
た
50
円
は
、
お
ま
わ
り
さ
ん
た

ち
が
、
お
と
し
た
人
を
さ
が
し
て

お
く
か
ら
」
と
言
っ
て
、
お
れ
い

に
お
ま
わ
り
さ
ん
の
50
円
を
く
れ

ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
い
い
こ
と
し
て
、
と
て
も

気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。
き
よ

ら
塾
で
な
ら
っ
た
こ
と
わ
ざ
が
、

せ
い
か
つ
に
も
役
立
つ
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

倉
岡
先
生
は
、「
今
、
べ
ん
き
ょ

う
し
て
い
る
こ
と
わ
ざ
は
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
役
立
つ
か
ら
し
っ
か

り
意
味
を
お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
。」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、

本
年
度
は
、
こ
と
わ
ざ
を
し
っ
か

り
お
ぼ
え
た
い
で
す
。
ま
た
、
本

で
も
し
ら
べ
た
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
読
者
ひ
ろ

ば
の
文
を
読
ん
で
見
だ
し
を
つ
け

る
こ
と
で
す
。
自
分
が
考
え
た
見

だ
し
が
あ
た
る
と
す
ご
く
う
れ
し

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
き
よ
ら
塾
を

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

塾
生
が「
夏
休
み
の
思
い
出
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
書
い
た
文
章

を
紹
介
し
ま
す
。

「
夏
休
み
の
思
い
出
」

中
原
小
４
年　

鞭
馬
紗
也

　

わ
た
し
は
、
小
国
に
あ
る
ゆ

う
水
げ
ん
と
い
う
川
に
行
き
ま
し

た
。
前
に
一
回
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
つ
い
た
時
、
下
か
ら

速
く
流
れ
る
川
の
音
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
お
金
を
は
ら
っ
て
下
に
行

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
い

ま
し
た
。
入
っ
て
み
ま
し
た
。
と

て
も
水
が
つ
め
た
か
っ
た
で
す
。

深
い
所
も
あ
り
ま
し
た
。
足
が
つ

く
か
心
配
で
し
た
。
最
初
は
、
つ

め
た
く
て
寒
か
っ
た
け
ど
、
な
れ

て
き
ま
し
た
。
も
ぐ
る
と
顔
が
つ

め
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

葉
っ
ぱ
と
か
が
川
に
流
れ
て
い

て
に
ご
っ
て
い
ま
し
た
。
水
が
強

く
な
る
所
で
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
弟

の
は
る
が
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
下

が
深
か
っ
た
の
で
お
ぼ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
で
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
マ
ス
ク
を

し
て
い
る
人
と
し
て
い
な
い
人
が
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
移
っ
た
ら
た
い
へ
ん
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ス
ク
を
つ
け

て
移
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

家
族
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご

し
た
川
遊
び
の
様
子
が
よ
く
わ

か
る
文
章
で
す
。

　

本
年
度
は
、
小
学
校
の
教
科

書
が
変
わ
り
ま
し
た
。
国
が
定

め
て
い
る
小
学
校
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
教

科
書
で
す
。
そ
の
キ
ワ
ー
ド
は
、

「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

で
す
。
き
よ
ら
塾
で
も
常
に
こ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
念
頭
に
お
い

て
、
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
小
国
高
校

生
が
塾
生
に
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

197

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　高校生に見守られ

対話的に学ぶ塾生
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９
月
９
日
は
救
急
の
日
！

　

毎
年
９
月
９
日
は
、
語
呂
合
わ
せ
か
ら

救
急
の
日
と
さ
れ
、
９
月
６
日
～
９
月
12

日
の
期
間
を
救
急
医
療
週
間
と
し
て
い
ま

す
。
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
救
急
医
療
や
救
急
業
務
に
対

す
る
住
民
の
正
し
い
理
解
と
知
識
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
で
は
住
民
の
皆
様

や
事
業
所
を
対
象
と
し
た
救
急
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
い
方
、
ご

質
問
が
あ
る
方
は
消
防
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
に
講
習
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
、
救
急
に
つ
い
て
普
及

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

台
風
・
災
害
に
備
え
よ
う

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
台
風
の
接
近
が
非

常
に
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
台
風
の
接
近

に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
対
策
を
と
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

【
事
前
に
で
き
る
準
備
】

・
気
象
情
報
の
確
認

・
避
難
場
所
・
経
路
の
確
認

・
防
災
セ
ッ
ト
の
準
備

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

・
早
め
の
避
難
な
ど

　

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
事
前
に
準
備

し
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

警
察
で
は

「
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
」
の

貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

◆「
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
」
と
は
、「
電

話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
の
被
害
防
止
に
、

効
果
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
電
話
機
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
電
話
機
は
、

・
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
以
外
の
電
話

番
号
か
ら
電
話
が
架
か
る
と
、
相
手
に

「
迷
惑
電
話
防
止
の
た
め
録
音
さ
れ
ま

す
」
と
流
れ
る
と
と
も
に
、
受
信
者
側

に
は「
迷
惑
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。

・
貸
し
出
し
は
被
害
に
遭
い
や
す
い
「
高

齢
者
の
み
の
世
帯
」
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。

・
希
望
さ
れ
る
方
は
、

県
警
察
本
部
犯
罪
抑
止
対
策
室

　

☎
０
９
６（
３
８
１
）０
１
１
０

（
内
線
３
０
５
５
）

　

ま
た
は
、
小
国
警
察
署
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
自
転
車
は

　
『
防
犯
登
録
』

　
　

を
し
て
ま
す
か
？

防
犯
登
録
を
す
る
と
…

〇
あ
な
た
の
自
転
車
で
あ
る
こ

　

と
を
証
明
し
ま
す
。

〇
盗
ま
れ
た
り
、乗
り
捨
て
ら
れ
た
と
き
、

持
ち
主
が
す
ぐ
分
か
り
、
早
く
自
転
車

が
戻
っ
て
き
ま
す
。

〇
盗
難
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〇
有
効
期
限
は
十
五
年
で
す
。
期
限
を
過

ぎ
た
と
き
は
再
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
登
録
は
自
転
車
販
売
店
ま
た
は
防
犯
協

会
（
警
察
署
内
）
で
で
き
ま
す
。
登
録

料
は
１
台
６
０
０
円
で
す
。

※
登
録
時
に
は
車
体
の
確
認
が
必
要
で
す

の
で
自
転
車
も
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

13
広報きよら 2020.9



　

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
本
校
に
つ
い
て
よ

り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、
夏

季
休
業
期
間
に
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し

た
小
国
高
校
体
験
入
学
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
及
び
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
・
大
学
連
携
で
の
小
国
郷
寺

子
屋
も
実
施
で
き
な
い
な
ど
、
生
徒
た
ち

の
縦
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
機
会
も
持
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
と
し
て
、
こ
の
状

況
で
も
工
夫
を
し
な
が
ら
、
小
国
高
校
の

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

７
月
の
終
わ
り
か
ら
、
９
月
開
催
の
小

国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
の
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
校
行
事
の
中
止

が
続
く
な
か
で
、
今
年
度
に
な
っ
て
初
め

て
開
催
で
き
る
行
事
と
な
り
、
中
止
に

な
っ
た
体
育
大
会
の
内
容
も
取
り
入
れ
た

新
た
な
試
み
を
行
い
ま
す
。残
念
な
が
ら
、

今
回
の
食
バ
ザ
ー
は
中
止
と
し
、
一
般
公

開
は
保
護
者
の
み
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
熱
中
症

の
二
つ
の
対
策
を
し
な
が
ら
、
素
晴
ら
し

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
な
る
よ
う
全
校
生

徒
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
は
み
な
み
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す

の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

就
労
に
向
け
て 

～
作
業W

eek

～

　

７
月
６
日
か
ら
17
日
ま
で
に
か
け
て
、

高
等
部
で
は
、
卒
業
後
の
就
労
に
向
け
て

「
作
業W

eek

」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

例
年
６
月
に
高
等
部
２
、３
年
の
生
徒
は
、

自
宅
付
近
や
小
国
郷
の
事
業
所
等
を
中
心

に
２
週
間
程
度
の
実
習
を
お
願
い
し
、
実
際

に
働
く
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
に
よ
る
休
校
、
代
替
学
習
と

し
て
、
現
場
実
習
の
緊
張
感
を
持
っ
て
校
内

で
の
実
習
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

校
内
・
現
場
実
習
の
目
的
の
一
つ
は
、

高
等
部
卒
業
後
の
働
く
生
活
を
見
据
え

て
、
長
い
時
間
作
業
を
す
る
体
力
を
つ
け

る
こ
と
や
、
働
く
姿
勢
等
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で

す
。
そ
の

た
め
、
登

校
後
か
ら

下
校
ま
で

を
普
段
の

学
校
の
日

程
で
は
な

く
、
職
場

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
た
も
の
に

変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
習
中
は
、
職
場
で
の
作
業
開
始
の
時

間
を
意
識
し
、５
分
前
行
動
や
あ
い
さ
つ
、

質
問
の
し
か
た
な
ど
に
注
意
し
ま
し
た
。

実
際
に
作
業
が
始
ま
る
と
、
普
段
の
学
校

で
の
日
程
と
は
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
生

徒
に
よ
っ
て
は
活
動
に
戸
惑
い
が
生
じ
た

り
、
疲
れ
が
見
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
日
を
重
ね
る
ご
と
に
休
憩

の
使
い
方
を
工
夫
し
、
集
中
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
卒
業
を
控
え
た
３
年
生
は
、
高
等

部
の
リ
ー
ダ
と
し
て
作
業
に
取
り
組
む
意

欲
も
高
く
、
そ
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
１

～
２
年
生
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
一
人
一
人
の
頑
張
り
や
課

題
を
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
、
今
後
の
実

習
や
卒
業
後
の
生
活
に
活
か
せ
る
よ
う
振

り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
高
等
部
の
３
年
生
は
、
小
国
郷
内

の
事
業
所
等
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
個

別
に
現
場
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の
現
場
実
習
を
く
り
返
し
な
が
ら
、
卒
業

後
の
就
労
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

全体練習の様子
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〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

『
少
林
武
術
』

　

日
中
は
夏
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
暑
い

日
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
今
月
紹
介
す
る
の
は
、『
少
林
武

術
』
で
す
。
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
で
は
、
子

供
た
ち
が
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

よ
り
も
く
つ
を
そ
ろ
え
た
り
話
を
聞
く
態

度
や
返
事
を
中
心
に
、
一
日
の
生
活
態
度
、

先
生
や
身
内
に
も
き
ち
ん
と
挨
拶
出
来
る

こ
と
な
ど
を
大
切
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

指
導
は
、
倉
谷
さ
ん
と
、
こ
れ
ま
で
数
多

く
の
大
会
で
優
勝
さ
れ
て
い
る
高
校
生
の

松
﨑
さ
ん
の
二
人
で
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伺
っ
た
日
は
、
準
備
体
操
の
後
、
小
さ

め
の
枠
の
中
に
み
ん
な
で
入
り
、
機
敏
性

を
培
う
べ
く
楽
し
く
追
い
か
け
ご
っ
こ
で

体
を
動
か
し
始
め
、
次
に
股
割
り
を
し
て

縦
に
横
に
し
っ
か
り
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
突
き
の
練
習
が
始
ま
り
上
段
・
中

段
・
下
段
と
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
、
蹴
り
で

は
頭
は
動
か
さ
ず
に
…
と
模
範
を
見
な
が

ら
、
そ
こ
に
近
づ
く
よ
う
に
と
一
生
懸
命

練
習
し
て
い
ま
し
た
。
初
心
者
の
子
供
た

ち
も
い
る
の
で
基
本
の
基
本
か
ら
、
空
手

で
い
う
型
の
套
路
（
と
う
ろ
）、
空
手
で
い

う
組
手
の
散
打
の
二
つ
の
練
習
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。休
憩
を
は
さ
ん
で
、

カ
ン
フ
ー
突
き
や
五
歩
拳
な
ど
色
々
な
型

の
練
習
…
。
初
歩
的
な
型
と
は
い
え
、
全

員
で
整
列
し
て
号
令
に
合
わ
せ
て
姿
勢
を

正
し
構
え
る
姿
は
圧
巻
で
し
た
！
。

　

現
在
８
名
の
子
供
た
ち
が
加
入
し
、
毎

週
月
曜
日
16
時
30
分
～
18
時
ま
で
、
り

ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
体
育
館
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
、
い
つ
で
も

お
気
軽
に
教
育
委
員
会
事
務
局
☎（
４
２
）

０
０
４
７
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

☆ 

熱
い
夏 

☆

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
臨
時
休
校
に
伴

う
授
業
時
数
確
保
の
目

的
か
ら
、
今
年
の
夏
休

み
は
二
週
間
と
い
う
こ

れ
ま
で
に
な
い
短
期
間

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

そ
の
一
方
で
、
長
い

梅
雨
が
明
け
た
か
と

思
っ
た
ら
今
度
は
連
日
の
猛
暑
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
加
え
て
熱
中

症
対
策
に
も
気
を
配
ら
ね
ば
な
ら
な
い

日
々
が
続
き
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
、
本
校
部
活
動
に
お
い
て

は
、
野
球
部
（
小
国
中
と
の
合
同
チ
ー
ム
）

が
阿
蘇
郡
市
の
大
会
で
優
勝
し
、
県
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
郡
市
中
体

連
大
会
で
準
優
勝
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
最

後
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
野
球
部
に
と
っ

て
は
念
願
の
県
大
会
出
場
で
し
た
。
県
大

会
で
は
二
回
戦
に
進
む
こ
と
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
憧
れ
の
舞
台
で
、
懸
命
に

白
球
を
追
う
姿
は
、
誰
よ
り
も
、
何
よ
り

も
輝
い
て
い
て
爽
や
か
で
し
た
。
暑
い
夏

を
さ
ら
に
熱
く
し
て
く
れ
た
生
徒
に
と
っ

て
、
何
よ
り
も
忘
れ
ら
れ
な
い
特
別
な
夏

に
な
っ
た
は
ず
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
陸
上
部
は
八
月
末
の
通

信
陸
上
県
大
会
、
吹
奏
楽
部
は
十
月
に
予

定
す
る
定
期
演
奏
会
を
活
動
の
節
目
の
機

会
と
し
て
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

部
活
動
以
外
で
も
、
九
月
に
順
延
開
催

を
予
定
し
て
い
る
体
育
大
会
に
向
け
た
準

備
や
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学
習
会

の
取
り
組
み
等

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
い

つ
も
よ
り
短
い

夏
休
み
で
は

あ
っ
て
も
、
中

身
の
濃
い
時
間

を
送
る
本
校
生

徒
と
職
員
の
姿

が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
、

熱
い
夏
で
す
。

文
責
：
狹
間
卓
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

三年生学習会の様子
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８
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

８
月
は
、
12
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
あ
お
い
カ
エ
ル

②
ゆ
め
レ
ス
キ
ュ
ー

③
か
た
み
歌

④
こ
ど
も
「
学
問
の
す
す
め
」

⑤
よ
い
移
民　

現
代
イ
ギ
リ
ス
を
生
き
る
21
人
の
物
語

⑥
世
界
標
準
の
経
営
理
論

⑦
三
体
２　

黒
暗
森
林 

上

⑧
鬼
人
幻
燈
抄
４　

幕
末
編　

天
邪
鬼
の
理

⑨
少
年
と
犬

⑩
首
里
の
馬

⑪
破
局

⑫
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！　

算
数
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４４９回市（８月２４日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 238（本売）
10～13㎝ 391（本売） 361（本売） 330（本売）
14～16㎝ 14,620 13,410 6,700
18～22㎝ 13,600 12,800 6,400
24～28㎝ 14,000 12,700 8,500
30㎝上 14,000 11,500 8,500

3ｍ

4～9㎝ 142（本売）
10～13㎝ 261（本売）
14～16㎝ 13,600 12,610 6,890
18～22㎝ 13,000 12,000 7,050
24～28㎝ 8,000 6,620
30㎝上

6ｍ
14～16㎝ 13,000
18～22㎝ 15,000 12,000
24㎝上 16,200 12,500

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 12,790 7,520
18～22㎝ 13,820 8,390
24～28㎝ 13,750 10,400
30～34㎝
36㎝上

3ｍ
14～16㎝ 9,590
18～22㎝ 11,300
24～28㎝ 9,000

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 573.047 6,006,264 10,481
桧 15.292 180,323 11,791
杉、桧 45.752 316,828 6,924

計 634.091 6,503,415 10,256
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福
岡
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
東

は
大
分
県
日
田
市
と
接
す
る
山
間
の

村「
星
野
村
」。
基
幹
産
業
は
農
林
業
、

特
に
茶
と
花
木
の
生
産
が
盛
ん
で
、

夜
に
は
満
天
の
星
空
が
ひ
ろ
が
る
静

か
な
村
で
す
。

　

星
野
ブ
ラ
ン
ド
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

は
、
高
級
茶
「
玉
露
」
に
知
ら
れ
る

「
星
野
茶
」
で
す
。
茶
の
生
産
は
、
江

戸
時
代
後
期
に
八
女
地
区
山
間
地
で

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

明
治
後
期
の
「
玉
露
」
栽
培
か
ら
星

野
茶
の
名
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

星
野
村
の
風
土
と
気
候
、
そ
し
て
先

人
た
ち
か
ら
引
き
継
が
れ
た
栽
培
製

法
技
術
が
、
甘
み
と
香
り
豊
か
な
お

茶
を
育
て
、
今
で
も
高
級
茶
ブ
ラ
ン

ド「
星
野
茶
」を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
品
質
は
、
全
国
茶
品
評
会
に
お

い
て
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
多
数

の
農
林
水
産
大
臣
賞
（
全
国
一
位
）

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
か

ら
は
５
年
連
続
、
直
近
の
５
年
間
で

も
３
回
の
受
賞
（
平
成
29
年
・
30
年
・

令
和
元
年
）
と
日
本
一
の
玉
露
産
地

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
⑯福岡県　八女市星野村

茶の文化館からの夕陽茶の文化館

家
中
に
大
事
が
ら
れ
て
盆
終
る　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

つ
ば
く
ろ
の
去
ぬ
る
支
度
か
賑
や
か
に　
　
　

佐
藤　

淡
竹

そ
れ
と
飛
ぶ
巣
立
ち
燕

つ
ば
め

の
可
愛
い
さ
よ　
　
　

法　
　
　

水

ツ
ー
リ
ン
グ
兎

う
さ
ぎ

も
止
り
無
事
山
へ　
　
　
　
　

法　
　
　

水

病
む
我
の
老
い
の
細
道
蝉
時
雨　
　
　
　
　
　

橋
本　

ヤ
チ

青
嵐
い
っ
せ
い
に
向
く
庭
の
バ
ラ　
　
　
　
　

橋
本　

ヤ
チ

唐
芋
畑
抜
き
ん
出
踊
る
猫
ジ
ャ
ラ
シ　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

ク
ー
ラ
ー
を
避
け
風
鈴
の
鳴
る
部
屋
に　
　
　

佐
藤
須
磨
子

ゴ
ト
〳
〵
と
大
石
動
く
や
梅
雨
出
水　
　
　
　

北
里　

典
子

老
犬
も
は
い
つ
く
ば
っ
て
処
暑
に
耐
ゆ　
　
　

北
里　

典
子

独
り
見
る
銀
河
の
流
れ
思
い
馳
せ　
　
　
　
　

日
隈
は
つ
み

庭
先
に
ナ
イ
ロ
ン
プ
ー
ル
は
し
ゃ
ぐ
子
等　
　

河
津　

ス
ヤ

納
骨
堂
蝦
夷
菊
供
え
先
祖
抱
く　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

吾
の
丈
を
追
い
越
す
孫
の
夏
帽
子　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

コ
ロ
ナ
禍
の
人
は
ま
ば
ら
の
盆
法
要　
　
　
　

北　
　

千
鶴
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○南小国町職員採用試験案内

職種 区分 採用予定人数 受検資格 試験日・会場

一般事務 高等学校
卒業程度 ５人程度 平成２年４月２日から平成 15 年４

月１日までに生まれた人

第１次試験　10 月 18 日（日）
熊本県立阿蘇中央高等学校

（阿蘇校舎）

第２次試験　11 月中旬頃予定

保 育 士 資格免許職 ２人程度
昭和 60 年４月２日以降に生まれた
人で、保育士資格を有する人又は令
和３年３月までに取得見込みの人

社会福祉士 資格免許職 1 人程度
昭和 55 年４月２日以降に生まれた人
で、社会福祉士資格を有する人又は
令和３年３月までに取得見込みの人

土　　木 高等学校
卒業程度 ２人程度 平成２年４月２日から平成 15 年４

月１日までに生まれた人

土　　木 民間企業等
職務経験者 １人程度

昭和 50 年４月２日から平成２年４
月１日までに生まれた人で、民間企
業等で土木工事の設計又は積算及び
監督に関する職務経験（１週間の所
定労働時間が 30 時間以上）が、平
成 22 年８月１日から令和２年７月
31 日までの間に５年以上ある人

■受付期間　令和２年８月 24日（月）　から　令和２年９月 11日（金）　まで　　※土日祝を除く
■受付時間　午前８時 30分　から　午後５時
■問い合わせ　総務課総務係　☎（４２）１１１２

２和令

教えて！省エネ
家
庭
で
で
き
る
節
電

　

照
明
も
電
化
製
品
も
本
当
に

必
要
な
時
だ
け
使
い
、
使
わ
な
い

時
は
、
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
長
時
間
使
用

し
な
い
場
合
は
、
プ
ラ
グ
を
抜
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
照
明

　

人
の
い
な
い
部
屋
や
廊
下
は
、

こ
ま
め
に
消
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
照
度
の
調
整
を
行
う
な
ど
し

て
、
必
要
最
小
限
の
灯
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切

り
替
え
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

●
テ
レ
ビ

　

見
て
な
い
時
は
こ
ま
め
に
消
し

ま
し
ょ
う
。
主
電
源
を
切
ら
な
い

限
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て

い
ま
す
。
旅
行
な
ど
長
期
不
在
の

時
は
、
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
エ
ア
コ
ン

　

タ
イ
マ
ー
を
上
手
に
使
う
な

ど
、
必
要
な
場
所
で
必
要
な
時
だ

け
使
い
ま
し
ょ
う
。
外
出
す
る
場

合
は
、
直
前
で
は
な
く
早
め
に
ス

イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た

長
時
間
使
用
し
な
い
場
合
は
、
プ

ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

●
冷
蔵
庫

　

開
閉
が
多
い
と
、
冷
気
が
逃
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
物
を
詰
め
込
み

す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
庫
内
を
整
理

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
パ
ソ
コ
ン

　

使
わ
な
い
時
は
、
必
ず
電
源
を

オ
フ
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
長

時
間
使
わ
な
い
時
に
は
プ
ラ
グ
を

抜
く
と
待
機
電
力
を
減
ら
す
こ
と

が
出
来
、
よ
り
節
電
で
き
ま
す
。

　

電
源
オ
プ
シ
ョ
ン
を
上
手
に
設

定
す
る
こ
と
も
節
電
に
つ
な
が
り

ま
す
。

毎
回
プ
ラ
グ
を
抜
き
差
し
す

る
手
間
を
省
く
た
め
に
は
、

ス
イ
ッ
チ
付
き
コ
ン
セ
ン
ト

や
ス
イ
ッ
チ
付
き
タ
ッ
プ
の

利
用
も
便
利
で
す
。

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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令和２年７月豪雨により被災した農業用施設の
復旧工事が完了するまでの応急措置を補助します

令和２年７月豪雨により被災した農業用施設の応急措置を行う受益者
※復旧工事は対象になりません。

令和２年７月豪雨による農業用施設（農業用道路・水路、頭首工）の被害を受け、
復旧工事が完了するまでの、応急措置を行う場合に補助するもの

〇町内に位置している 〇現に使用していた農業用施設
〇災害届を提出し、被災施設と認めるもの

〇電気料 〇燃料代 〇資機材の購入費 〇リース料
〇水道代 〇水利権者への利用料 〇工事費

対象とならないもの
〇復旧工事費 〇代替として新設する恒久的施設の工事費 〇受益者の人件費

支援対象者

支援内容

要件 ※すべて満たしていること

対象経費

※他対象経費の７０％（１００円未満切り捨て）
他の補助金を受けている場合で、補助額が下回っている場合もご相談ください

補助額

令和３年３月３１日まで（今後の状況により変更する可能性があります）

申請期限

まずは、お問い合わせください。

役場 農林課 農政係 ☎０９６７－４２－１１１４

問い合わせ

※先に周知した、水不足等解消事業補助金を拡充したものです

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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お
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募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

令和２年７月豪雨災害に伴う後期高齢者医療保険料の減免について 

 

以下の要件に該当される場合は、後期高齢者医療保険料の減免を受けられます。 

 

①南小国町に令和２年７月６日時点で住所を有し、令和２年７月豪雨により、主たる生計維

持者が居住する住宅に損害を受けた世帯に属する被保険者 

⇒ 対象保険料の全部を免除  

 

②南小国町に令和２年７月６日時点で住所を有し、令和２年７月豪雨災害により世帯の主た

る生計維持者の収入減少が見込まれ、次の(１)～(３)の全てに該当する世帯に属する被保険者 

⇒ 対象保険料の一部を免除 

世帯の主たる生計維持者について 

(１)事業収入など、収入の種類ごとに見た本年の収入のいずれかが、令和元年に比べて 

１０分の３以上減少する見込みであること 

(２)前年の所得の合計額が１，０００万円以下であること 

  (３)収入減少が見込まれる種類の所得以外の令和元年の所得の合計額が４００万円以下 

であること 

 

【申請時に必要なもの】 

①罹災証明書 

②被保険者証 

③印鑑 

 

【対象となる保険料】 

 令和２年度分保険料であって、基準日から令和３年３月３１日までの間に普通徴収の納期

限を迎えるもの。（特別徴収の場合は、特別徴収対象年金給付の支給日があるもの。） 

 

 

令和２年７月豪雨に係る後期高齢者医療一部負担金の免除・還付申請について 

 

以下の要件に該当する方は、一部負担金の免除を受けられます。 

また、すでに一部負担金を支払われた方は、支払った額の還付を行うことができます。 

 

［要件］（１）及び（２）のいずれにも該当する方 

（１）南小国町に住所を有する熊本県後期高齢者医療の被保険者 

（２）いずれかに該当する方 

①主たる生計維持者が死亡し又は重篤な傷病を負われた方 

②主たる生計維持者が業務を廃止、又は休止された方 

   ③主たる生計維持者が失職し、現在収入がない方 

 

【対象期間】 

令和２年７月６日から令和２年１０月３１日まで 

 

【申請時に必要なもの】 

①罹災証明書 

②被保険者証 

③印鑑 

④受診保険医療機関等明細書 

⑤医療機関等で一部負担金を支払った領収書 

⑥ご本人名義の金融機関口座情報のわかるもの 

※④⑤⑥については一部負担金の還付申請をされる方のみ 

※詳しくは南小国町役場町民課（☎４２－１１１３）にお問い合わせください。 
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

阿
蘇
地
域
飼
い
猫
避
妊
手
術

費
助
成
の
お
知
ら
せ

　

阿
蘇
保
健
所
管
内
に
お
住
ま

い
の
方
で
、
阿
蘇
地
域
の
開
業

動
物
病
院
で
避
妊
手
術
を
検
討

さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の
方
を
対

象
に
、
手
術
費
用
の
助
成
を
行

い
ま
す
。
助
成
の
対
象
と
な
る

の
は
、一
世
帯
２
頭
ま
で
で
す
。

　

阿
蘇
保
健
所
及
び
役
場
町
民

課
に
て
、
申
請
書
の
配
布
及
び

受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

土
日
祝
日
を
除
く
９
月
７
日

（
月
）～
10
月
９
日（
金
）

【
受
付
時
間
】　

９
時
～
17
時

【
助
成
金
額
】　

５
，
０
０
０
円

※
申
込
の
際
に
は
、
印
鑑
と
本

人
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
決
定
通
知
が
届
い
た
後
に
手

術
の
予
約
申
込
を
行
っ
て
下

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

阿
蘇
地
域
動
物
愛
護
推
進
協
議

会
事
務
局
（
阿
蘇
保
健
所
衛
生

環
境
課
内
）

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
５

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し

た
時
は
、
次
の
医
療
機
関
を
受

診
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

①
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

③
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

病院名 電話番号 当番科目
9/20（日）～10/11(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

9/20(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科
9/21(月) 家入整形外科 ☎32-0048 整形外科
9/22(火) 古閑医院 ☎22-3000 内科・消化器科・小児科
9/27(日) 大阿蘇病院 ☎22-2111 内科・整形外科
10/4(日) 問端内科 ☎32-0102 内科

10/11(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科・眼科

新教育委員を紹介します

　令和２年７月１日、下城　彩さん（矢津田上）が新しく教育委員に就任されました。
　教育委員会は教育長と４人の教育委員で組織され、その合議によって意思決定などを行
います。
　教育長および教育委員は、町長が議会の同意を得て任命します。教育長の任期は３年、
教育委員の任期は４年です。

【南小国町教育委員会の構成】R2.7.1 現在
　　教育長　　岩切　昭宏
　　教育委員　鎗水　幸子
　　教育委員　小田　英利
　　教育委員　橋本　一幸
　　教育委員　下城　彩　　（※敬称略）

教育委員に就任された
下城　彩さん
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公
務
員
の
方
の
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
取

組
の
１
つ
と
し
て
、「
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

　

公
務
員
の
方
は
申
請
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
期

限
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
者
】

令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分
を

含
む
）
の
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方

【
対
象
児
童
】

児
童
手
当
の
令
和
２
年
４
月
分

の
対
象
と
な
る
児
童
。
た
だ

し
、
同
年
３
月
分
の
児
童
手
当

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童
で

あ
れ
ば
、
４
月
か
ら
新
高
校
１

年
生
と
な
っ
て
い
る
場
合
等
も

対
象
。

【
給
付
額
】

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

【
申
請
方
法
】

勤
務
先
等
か
ら
配
布
さ
れ
る
申

請
書
を
令
和
２
年
３
月
31
日

（
令
和
２
年
３
月
分
の
児
童
手

当
の
支
給
要
件
児
童
に
つ
い
て

は
同
年
２
月
29
日
）
時
点
で
住

民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

令
和
２
年
９
月
末
ま
で

（
南
小
国
町
の
場
合
）

※
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

き
、
期
限
ま
で
に
申
請
が
行

わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
支
給

を
受
け
る
こ
と
を
辞
退
し
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
。

〔
注
意
〕

公
務
員
以
外
の
方
、
公
務
員
の

方
で
８
月
上
旬
ま
で
に
申
請
さ

れ
た
方
は
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

令
和
３
年
度
「
児
童
福
祉
週

間
」
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

　

子
供
の
健
や
か
な
成
長
、
子

ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
、
国
民
全
体
で
考
え

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
５
月

５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら

１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の
理
念

の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
象

徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語

や
、
未
来
へ
向
け
て
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

る
標
語

【
応
募
方
法
】

①
は
が
き
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
応
募

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

メ
ー
ル
に
よ
る
応
募

【
応
募
期
間
】

令
和
２
年
９
月
１
日
か
ら
10
月

20
日

【
事
務
局
】

〒
１
０
２
―
０
０
８
１

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
２
―

12四
番
町
Ｔ
Ｈ
ビ
ル
６
階

公
益
財
団
法
人　

児
童
育
成
協

会　
「
標
語
募
集
」
係

☎
０
３（
５
３
５
７
）１
１
７
４

FAX
０
３（
５
３
５
７
）１
８
０
９

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に

ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
話
し
合

い（
調
定
）の
お
知
ら
せ

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に

よ
っ
て
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル

（
１
４
０
万
円
以
下
の
民
事
上

の
争
い
に
限
る
）
を
解
決
す
る

た
め
、
裁
判
に
よ
ら
な
い
、
当

事
者
の
話
し
合
い
に
よ
る
紛
争

解
決
手
続
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
当
事
者
の
問
題
解
決
に
向

け
た
話
し
合
い
を
司
法
書
士
が

中
立
的
な
立
場
で
サ
ポ
ー
ト
致

し
ま
す
。

【
ト
ラ
ブ
ル
例
】

○
賃
料
や
修
繕
費
の
支
払
い
等

の
不
動
産
賃
貸
借
契
約
上
の

ト
ラ
ブ
ル

○
借
り
た
お
金
の
返
済
の
滞
納

○
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
支
払
い

○
職
場
と
の
ト
ラ
ブ
ル

○
依
頼
し
た
工
事
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル

○
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　
等
々

　

申
立
か
ら
問
題
が
解
決
し
た

際
の
手
数
料
等
一
切
が
無
料

で
、費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

熊
本
市
中
央
区
大
江
四
丁
目
４

番
34
号

熊
本
県
司
法
書
士
会
調
停
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る

県
税
の
申
告
期
限
な
ど
の
延

長
及
び
減
免
な
ど

　

今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
県
内

の
一
部
の
地
域（
※
）
に
住
所

や
本
店
を
有
す
る
方
の
県
税
の

申
告
や
納
付
な
ど
の
期
限
を
延

長
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車

や
事
業
用
資
産
な
ど
に
一
定
以

上
の
被
害
を
受
け
た
方
は
県
税

の
減
免
を
、
被
災
に
よ
り
県
税

の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
納
税

の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
広
域
本
部
又

は
自
動
車
税
事
務
所
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

（
※
）人
吉
市
、球
磨
郡
球
磨
村
、

球
磨
郡
山
江
村
、
球
磨
郡
相
良

村
、
球
磨
郡
錦
町
、
球
磨
郡
あ

さ
ぎ
り
町
、球
磨
郡
多
良
木
町
、

球
磨
郡
湯
前
町
、
球
磨
郡
水
上

村
、
球
磨
郡
五
木
村
、
八
代
市

坂
本
町
、
葦
北
郡
芦
北
町
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
連
し
た
偏
見
・
差
別

の
な
い
地
域
社
会
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
さ
れ
た
方
や
ご
家
族
、
医
療

従
事
者
な
ど
へ
の
不
適
切
な
扱

い
、
誹
謗
・
中
傷
が
な
い
よ
う
、

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
次
の
こ

と
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
う
わ
さ
や
憶
測
、
ネ
ッ
ト
上

の
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ

な
い

○
不
確
か
な
情
報
、
誹
謗
・
中

傷
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
め
な

い
○
国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す

る
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て

行
動
す
る

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
情
報
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

【
人
権
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
（
熊
本

県
人
権
同
和
政
策
課
）　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
０
０

災
害
時
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り

Ｄ
Ｖ
な
ど
が
発
生
す
る
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す

ま
ず
は
相
談
を

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
Ｄ
Ｖ
相
談
専
用
電
話
）

☎
０
９
６（
３
８
１
）７
１
１
０

（
平
日
８
時
30
分
～
22
時
、
土

日
祝
は
９
時
～
22
時
）

熊
本
県
警
察
本
部

（
警
察
安
全
相
談
室
）

☎
♯
９
１
１
０　

ま
た
は

☎
０
９
６（
３
８
３
）９
１
１
０

※
最
寄
り
の
警
察
署
等
も
可

　

Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
内
閣
府
）

☎
０
１
２
０（
２
７
９
）８
８
９

（
24
時
間
）

【
問
い
合
わ
せ
】

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
５
）１
１
８
７

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法

に
注
意

　

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
３

点
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
一
人
で
即
決
し
な
い
。
契
約

や
支
払
い
前
に
、
家
族
な
ど

と
十
分
に
検
討
す
る
。

②「
恐
怖
を
感
じ
る
」「
帰
っ
て

く
れ
な
い
」「
不
審
な
車
両

や
人
を
見
か
け
た
」と
き
は
、

す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
す
る
。

③
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
出
回
る

た
め
、
公
的
機
関
に
真
偽
を

確
認
す
る
。

ご
相
談
は
、

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
か

警
察
安
全
相
談
ま
で

☎
＃
９
１
１
０

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

【
日
時
】　

９
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

【
場
所
】

役
場　

会
議
室

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

長
寿
犬
猫
表
彰
及
び
動
物

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
施

　

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
動
物

愛
護
ま
つ
り
の
代
替
と
し
て
、

今
年
は
長
寿
犬
猫
表
彰
及
び
動

物
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作

品
表
彰
式
を
開
催
予
定
で
す
。

い
ず
れ
も
事
前
の
応
募
が
必
要

で
す
。

【
日
時
】　

９
月
23
日（
水
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

【
場
所
】

阿
蘇
地
域
振
興
局　

大
会
議
室

（
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審

査
後
、
該
当
者
に
個
別
に
ご
連

絡
し
、
表
彰
式
へ
の
出
欠
を
確

認
し
ま
す
。）

主
催
：
阿
蘇
地
域
動
物
愛
護
推

進
協
議
会

〇
長
寿
犬
猫
表
彰

【
申
込
期
間
】

９
月
７
日（
月
）～
９
月
16
日（
水
）

【
申
込
用
紙
】

役
場
町
民
課
及
び
阿
蘇
保
健
所

に
て
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
要
件
】（
表
彰
要
件
）

※
犬
猫
と
も
に
15
歳
以
上

〈
犬
の
場
合
〉

役
場
に
登
録
が
あ
り
、
狂
犬
病

予
防
注
射
済
の
犬

〈
猫
の
場
合
〉

動
物
病
院
で
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
っ
て
い
る
猫

〇
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

【
応
募
期
間
】

９
月
７
日（
月
）～
９
月
16
日（
水
）

【
応
募
用
紙
】

役
場
町
民
課
及
び
阿
蘇
保
健
所

に
て
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
に
つ
い
て
】

動
物
の
可
愛
い
写
真
や
飼
い
主

と
仲
良
く
写
っ
て
い
る
写
真
を
、

応
募
先
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
（
お
一
人
様
３
枚

ま
で
）。
応
募
作
品
の
返
却
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
応
募
写
真
サ
イ
ズ
】

Ａ
４
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
応
募
先
】

①
阿
蘇
地
域
動
物
愛
護
推
進
協

議
会
事
務
局
（
阿
蘇
保
健
所
衛

生
環
境
課
内
）

〒
８
６
９
―
２
４
１
２

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
４
０
２

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
５

②
南
小
国
町
役
場
町
民
課

☎
０
９
６
７（
４
２
）１
１
１
３

熊
本
県
人
権
啓
発

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　「
コ
ッ
コ
ロ
」
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浸
水
住
宅
修
理
等
に
係
る
無

料
電
話
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
住
宅
の
浸
水
被
害
な
ど

を
受
け
た
住
宅
の
補
修
・
再
建

に
関
わ
る
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
県
内
の
建
築
関
係
団
体
と

連
携
し
、
無
料
電
話
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。

☎
０
９
６（
３
８
４
）０
１
３
１

【
相
談
日
時
】

月
～
金
曜　

13
時
～
16
時

【
相
談
内
容
】

建
築
士
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受

け
た
住
宅
の
修
理
等
に
関
す
る

技
術
的
な
相
談
な
ど
現
地
相
談

窓
口
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
県

Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
建
築
課　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
４

農
薬
の
空
容
器
は
適
正
に
処

理
し
ま
し
ょ
う

　

農
薬
空
容
器
は
、
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
野
焼
き
や
不
法
投

棄
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
処
分
す
る
た
め

に
は
、
専
門
の
廃
棄
物
処
理
業

者
に
処
理
を
委
託
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、Ｊ
Ａ
・

経
済
連
と
農
薬
卸
業
者
・
販
売

店
が
連
携
し
、
各
Ｊ
Ａ
が
回
収

日
時
・
場
所
を
設
定
し
、
専
門

業
者
に
一
括
し
て
処
理
を
委
託

し
て
い
ま
す
。
回
収
に
関
す
る

日
時
、
場
所
、
方
法
お
よ
び
費

用
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
農
業
大
学
校
新

規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

　

農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
に

必
要
な
栽
培
技
術
や
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
新

規
就
農
支
援
研
修
を
実
施
し
て

お
り
、
９
月
23
日
か
ら
来
年
度

の
研
修
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
座
学
・
実
習
が
週

５
日
間
の
「
プ
ロ
経
営
者
コ
ー

ス
」、
週
３
日
間
の
「
実
践
農

業
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
９
６（
２
４
８
）６
６
０
０

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害

寄
附
金
に
つ
い
て

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
対
し

て
、
次
の
方
か
ら
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
８

月
18
日
現
在
で
入
金
確
認
で
き

た
方
）

（
順
不
同
）

・
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会　

様
・
福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
務

組
合　

様

・
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｙ　

様

・
椎
葉
琴
香　

様

・
田
中　

正
彦　

様

・
杉　

正
市　

様

・
電
源
開
発
株
式
会
社　

様

・
全
国
町
村
会　

様

・
ヤ
マ
グ
チ　

ノ
ブ
テ
ル　

様

・
ヤ
マ
モ
ト　

コ
ウ
ス
ケ　

様

・
フ
ナ
イ　

カ
ナ　

様

・
フ
ク
ナ
ガ　

ミ
カ　

様

・
イ
ト
ウ　

ヒ
サ
コ　

様

・
ヨ
コ
ウ
チ　

エ
ツ
コ　

様

・
ク
リ
タ　

カ
ズ
コ　

様

・
フ
ジ
ネ　

ナ
オ
ヨ
シ　

様

・
オ
オ
イ
シ　

ヒ
サ
コ　

様

・
イ
ガ
サ
キ　

ト
モ
ヒ
コ　

様

　

災
害
復
旧
等
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

北
里　

良
文　
様　

上
町
１

（
故
）マ
ツ
ヲ　

様　
　
　
　

北
里　

光
也　
様　

黒　

川

（
故
）梅
香　

様　
　
　
　

（
８
月
21
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

た
く
さ
ん

　
た
べ
て
！

た
く
さ
ん

　
た
べ
て
！

み
ん
な
冬
眠
に
備
え
て

脂
肪
を
蓄
え
る
ん
ラ
ヨ
！

み
ん
な
冬
眠
に
備
え
て

脂
肪
を
蓄
え
る
ん
ラ
ヨ
！

僕
た
ち

冬
眠
し
な
く
ね
!?

僕
た
ち

冬
眠
し
な
く
ね
!?

次
に
は
ま
た

寒
い
冬
が
や
っ
て

く
る
ん
ラ
ヨ
ね
～

次
に
は
ま
た

寒
い
冬
が
や
っ
て

く
る
ん
ラ
ヨ
ね
～

９
月
22
日

 

秋
分
の
日
ラ
ヨ

９
月
22
日

 

秋
分
の
日
ラ
ヨ

こ
れ
か
ら
夜
が

長
い
秋
が
き
て

こ
れ
か
ら
夜
が

長
い
秋
が
き
て

よ
し
！
冬
を

の
り
き
る
た
め

よ
し
！
冬
を

の
り
き
る
た
め

　 

昼
と
夜
が

同
じ
長
さ
ラ
ヨ

　 

昼
と
夜
が

同
じ
長
さ
ラ
ヨ

今
の
う
ち
に

寒
さ
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
ラ
ヨ
！

今
の
う
ち
に

寒
さ
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
ラ
ヨ
！

し
ゅ
う
ぶ
ん

し
ゅ
う
ぶ
ん

ひ
る
ひ
る

お
な
お
な

な
が
な
が

よ
る
よ
る

ひひ

が
つ
が
つ

に
ち
に
ち

よ
る
よ
る

ふ
ゆ
ふ
ゆ

な
が
な
が

あ
き
あ
き

さ
む
さ
む

ふ
ゆ
ふ
ゆ

つ
ぎ
つ
ぎ

い
ま
い
ま

さ
む
さ
む

か
ら
だ

か
ら
だ

まま

ぼ
く
ぼ
く

と
う
み
ん

と
う
み
ん

と
う
み
ん

と
う
み
ん

し
ぼ
う

し
ぼ
う

た
く
わ

た
く
わ

そ
な
そ
な

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

【
広
報
８
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び
】

　

５
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
「
ま
ち

の
わ
だ
い
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

（
誤
）
太
田
安
一
さ
ん（
黒
川
）

（
正
）
太
田
安
一
さ
ん（
田
の
原
）

　

ま
た
、「
南
中
か
ら
の
風
」と「
輝

い
て
い
ま
す
小
国
高
生
」
の
タ
イ

ト
ル
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
及
び
読
者
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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9/
8火

9 水

10 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木
消費生活相談日　9：00～16：00　役場
心配ごと・行政相談　10：00～

地域福祉センターりんどう荘
1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

18 金 法律相談　13：30～　役場
さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

19 土

20 日

21 月 敬老の日

22 火 秋分の日

23 水

24 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火 1歳児健診　13：15～　管理センター

30 水 固定資産税　第３期　納期限
国民健康保険税　第４期　納期限

10/
1木

消費生活相談日　9：00～16：00　役場

2 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

７
／
24
生　

河
津
彰し

ょ
う
の
す
け

之
助　

く
ん

　
（
父
）充
輝･

（
母
）遥　
　

中
杉
田
３

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

７
／
28　

佐
藤
イ
ト
カ（
103
）吉　

原

７
／
31　

北
里
サ
チ
ヨ（
88
）黒　

川

８
／
9　

杉　
ケ
サ
ヨ（
92
）米
山
上

８
／
13　

下
城
マ
キ
ノ（
95
）瓜
上
上

８
／
17　

河
津　
友
善（
86
）湯
田
下

８
／
19　

秋
好　

政
雄（
83
）下
町
２

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

９月・10月
令和２年

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町の人口
（7月31日現在）

世帯数　1,777世帯
（－４）

　男　　1,880人
（＋４）

　女　　2,076人
（－10）

　計　　3,956人
（－６）

※（　）は前月比
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☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

７月31日（金）

８月５日（水）

里山自然体験活動
「きよらわくわくキャンプ」

戦没者追悼式

私たちが夕方の声でした！

南小国ふるさとだより
「元気にしちょるね？」

忠魂碑に参拝する人々

発送された特産品の数々

（左）中坊先生　（右）西本先生

　町内の子どもたちに、町の自然や里山などでの
活動を体験してもらう取り組み、「里山自然体験
活動」が７月 31 日に開かれ、町内の小学４年生
29 人が参加しました。
　活動は、昨年から町の教育委員会が小学４年生
を対象に実施しているもので、今年が２回目とな
ります。児童たちは３つの小学校混合のグループ
に分かれて互いに協力しながら野外活動を楽しみ
ました。活動では、立岩川の渓流を探索するプロ
グラムもあり、賑やかな一日を過ごしていました。

　南小国町遺族会による町内戦没者の追悼式が行
われました。今年は新型コロナウイルスの影響で
追悼式典が中止となり、市原上町の忠魂碑におい
て、遺族会役員や来賓の髙橋町長ら参列のもと、
戦没者のご冥福をお祈りしました。

　例年、夏休み中の夕方に子どもたちの元気な声
が流れていますが、今年は新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、市原小学校の西本先生と中坊
先生に夕方の声を担当していただきました。
　今年の夏休みは例年より短かったのですが、休
み中に事故等がなく、子どもたちが元気に登校し
てきてくれるようにとの思いがうかがえました。

　コロナ禍の中、町内出身の県外在住者を対象に、
ふるさとの味を楽しんでもらい、元気になっても
らおうと『南小国ふるさとだより「元気にしちょ
るね？」事業』を実施しました。きよらカァサで
事前に 100 人分の申込みを受付け、町の特産品
に、家族から預かった手紙や町の広報誌などを添
えて発送しました。
　受け取った県外在住者の方からは、「コロナ禍
でお盆に南小国に帰れないのでとてもありがた
かったです」といった声が聞かれました。

まちのわだい

専門家の指導の下、渓流を楽しむ子どもたち
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